
次世代E R P ソリューション ERP 
Enterprise Resource Planning 

ER Pとは

企業全体を経営資源の有効活用の観点
から統合的に管理し、経営の効率化を図
るための手法です。
導入することで最新のテクノロジーを素
早く企業の情報システムに反映でき、開
発コストやサポートコストを低減できると
いうメリットがあります。

「ケタ違い」に凄いヤツ！ 
think bo xは、コアパッケージの絞込みをする事で 
お客様の業務に柔軟に対応する高い拡張性を 
兼ね備えたER Pソリューションを 
実現します。 

初期費用を抑える事が出来る 

使う機能だけをチョイス 

だれでも簡単に操作が可能 

拡張性に優れている 

日本語・英語の二カ国語対応 

団塊世代問題の2011年対応 
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解決!! 

必要システム構成（推奨）
サーバ

CPU
メモリ
HDD
OS
APP+We bサーバ
データベース

Intel Pentium4 2GHz以上
1GB以上
10GB以上
Microsoft Windows2000 Server以降
Apache Tomcat 5.5.X
Oracle 10g

CPU
メモリ
画面解像度
OS
ブラウザ
ソフトウエア

Intel Celeron 1GHz以上
512MB以上
1280 x 1024以上
Microsoft WindowsXP 以降
Microsoft Internet Explorer7 以降
Microsoft Excel2000 以降

お問い合わせ
株式会社　OPENER

OPENER群馬 〒372-0011　群馬県伊勢崎市三和町2742-3
TEL 0270-23-0616　FAX 0270-21-3999

OPENER沖縄 〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地2-14-1 ジブラルタ生命沖縄那覇ビル4F
TEL 098-943-5670

  

  
OPENER高崎 〒370-0851 群馬県高崎市上中居町43-1 MR高崎3F 301

TEL 027-386-4860

クライアント
https://www.opener.co.jp



次世代ERPソリューション 

～ＥＤＩや電子デバイスを駆使してみえる化を実現～ 工 工 場がどう進化するか 

優 優 れた機能 

Evolution-1

Evolution-2

Evolution-3

今までは郵送された書類やＦＡＸなどを見ながら注文や内示データの
入力作業を行っていたのが、ボタン押下という１アクションで処理が
完了出来ます。 

ＥＤＩ等のデータを使用する事で、作業スピードが格段に向上し担当者の負担を軽減します。
そして、手作業によるイージーミスが減少します。

在庫管理の精度が高い為、余剰在庫の抑制できます。さらに、数ヶ月後の在庫数を予測把握することも出来ます。

作業現場での実績データを収集する事で、正確且つタイムリーな生産予測が可能となります。

ハンディターミナルやバーコードリーダー、タッチパネルなどを使用して、
業務の効率が飛躍的に向上。

図面と指示書を同時に現場に流すことで、よりスムーズな工程管理を実現。

プラットフォームをweb化する事で、管理者の負担及びコストを軽減。また、
新たにＰＣを購入しないで導入できるのでコストを大幅に削減出来ます。
（ソフトウェアのインストールも不要です）

～生産管理ＥＲＰの特性と効率化について～ 

生産管理画面イメージ 

販売管理画面イメージ 

Evolution-4

導入事例 

販売 生産 購買 在庫 品質 設計 顧客 仕入 

ex. 6package 350万円+カスタマイズ費用
販売 生産 購買 在庫 顧客 仕入 

ex. 3package 200万円+カスタマイズ費用
顧客 生産 設計 

勤怠 人事 
ex. 2package 100万円+カスタマイズ費用

ex. 8package 500万円+カスタマイズ費用 

導 導 入までのプロセス 
STEP-1 基本的事項の明確化と確認 
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STEP-2 現状のプロセスのフィット＆ギャップ

STEP-3 システム確認 

STEP-4 導入スケジュール確認 

STEP-5 プログラムカスタマイズ 

STEP-6 移行作業 

STEP-7 機能確認テスト 

STEP-8 シナリオテスト 

STEP-9 並行稼動 

STEP-10 本稼動 

▲

・システム構築方法の手順と方法について 

・現状の業務フローと照らし合わせ、違う点や不足点の洗い出し 
・現状システムの不満点が改善、解消されるか確認 

・システムの範囲、入出力帳票確認、項目桁数確認、機能選択 

・全体スケジュール表をもとに、システム範囲、日程計画、作業分担等 
・現状システムのマスタデータ等の移行作業準備 

・設計、開発、検収作業 

・台帳の整理、マスタ原票作成とマスタ登録 
・操作練習や処理手順の理解等 

・開発プログラムの確認 

・日次、締め日、月次の確認 
・新旧システムのチェック、処理手順の把握の手順と方法について 

・既存システムとの並行稼動 

・新システムへの完全移行 

勤怠管理

ト ト レーニングや導入支援、保守 全 全 体の機能図（相互関係） 

拡 拡 張対応、グローバル化 

日本語圏外での地域での稼動に備えて、専門バイリンガル
インストラクターの派遣や、遠隔操作での保守ができます。

初期のデータセットアップ補助はサービスに含まれています。

遠隔地でのバックアップも対応しています。

インベントリデータの収集によるハードウェア及びソフトウェアの
障害を未然に防止します。

現在、他社メーカーの生産管理システムや人事システムを稼動させて
いる場合でも、　　　　　　　　　　 は柔軟に対応。
連携が可能なシステムです。

最小システム（例えば販売管理や給与管理のみ）からのステップアップ
が容易に出来ます。

ユーザ毎に 日⇔英 切替機能を搭載しています。

給与管理 

仕入管理 

顧客管理 

人事管理 

財務管理 

設計管理 

品質管理 
生産管理 

生産計画 

販売管理 

購買管理 

在庫管理


